
平
安
京
西
京
極
大
路
の
地
割
遺
構

金
　
田
　
章
　
裕

　
１
　
平
安
京
条
坊
と
条
里
プ
ラ
ン

　
平
安
京
の
造
営
は
延
暦
二
一
年
（
七
九
三
）
に
始
ま
り
、
翌
一

三
年
に
長
岡
京
か
ら
遷
都
し
た
。
一
方
、
山
城
国
久
世
郡
の
条
里

プ
ラ
ン
は
天
平
一
五
年
（
七
四
三
）
に
は
完
成
し
て
い
た
か
ら
、

山
城
国
諸
郡
の
条
里
プ
ラ
ン
も
こ
の
頃
に
完
成
し
た
可
能
性
が
高

賢
。
従
っ
て
、
平
安
京
の
条
坊
は
既
存
の
条
里
プ
ラ
ン
の
上
に
、

そ
の
一
部
を
消
去
す
る
形
で
成
立
し
た
こ
と
に
な
庶
周
知
の
よ

う
に
、
貞
観
一
五
年
（
八
七
三
）
の
広
隆
寺
資
財
帳
ど
仁
和
三
年

　
（
八
八
七
）
の
広
隆
寺
資
財
交
替
実
録
蝸
に
、
葛
野
郡
七
条
牛
養

里
二
町
八
段
二
九
七
歩
の
所
在
を
条
里
呼
称
で
示
し
た
上
で
「
既

入
京
」
と
注
記
し
て
い
る
の
が
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
最
も
端
的
に

示
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

　
平
安
京
南
辺
の
南
京
極
大
路
す
な
わ
ち
九
条
大
路
に
つ
い
て
は
、

九
条
家
文
書
中
の
史
料
や
地
籍
図
に
み
占
れ
る
地
割
形
態
に
よ
っ

て
、
そ
の
地
割
遺
構
を
す
で
に
報
告
し
た
。
ま
た
、
平
安
京
の
範

囲
と
、
そ
の
範
囲
に
か
か
わ
っ
た
葛
野
・
紀
伊
・
愛
宕
各
郡
の
声

里
プ
ラ
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
既
に
図
示
し
た
こ
と
が
あ
泰
。

小
稿
の
目
的
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
平
安
京
西
辺
す
な
わ
ち
西
京

極
大
路
の
遺
構
に
つ
い
て
報
告
を
す
る
こ
と
に
あ
る
。
現
在
は
市

街
地
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
地
表
遺
構
を
確
認
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、
旧
地
籍
図
に
み
ら
れ
る
地
割
形
態
に

は
、
明
ら
か
に
西
京
極
大
路
の
地
割
遺
構
と
判
断
さ
れ
る
も
の
が
。

存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
具
体
的
な
西
京
極
大
路
の
地
割
遣
構
を
示
す
前
に
、
平
安
京
縁
　
6
3

辺
に
お
け
る
、
条
坊
プ
ラ
ン
に
従
っ
た
区
画
・
道
路
と
の
関
連
の
　
一

特
異
性
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
平
安
京
東
側
の

鴨
川
東
岸
で
は
、
長
保
四
年
（
一
〇
〇
二
）
に
所
領
の
四
至
を
「
限

南
九
条
大
路
末
、
限
北
三
条
大
路
末
」
な
ど
と
表
現
し
、
本
来
蜃

愛
宕
郡
条
里
プ
ラ
ン
に
よ
る
坪
付
と
併
用
し
て
い
る
例
が
あ
昨
｛

同
様
の
例
は
南
側
の
京
域
外
で
も
み
ら
れ
る
か
ら
、
類
似
の
例
は

平
安
京
の
周
辺
で
は
珍
ら
し
く
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
平
安
京
の
大
路
の
延
長
が
、
必
ず
し
も
直

線
で
は
な
く
、
ま
た
条
里
プ
ラ
ン
の
萍
・
坪
の
境
界
線
な
ど
と
の

混
乱
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
例
も
あ
盛
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
反



映
し
て
、
平
安
京
周
辺
の
部
分
で
は
、
地
割
形
態
に
も
ま
た
、
条

里
プ
ラ
ン
の
み
で
な
く
、
条
坊
プ
ラ
ン
の
延
長
の
影
響
も
加
わ
り
、

し
ば
し
ば
複
雑
・
混
乱
し
た
形
状
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
２
　
平
安
京
西
京
極
大
路
の
遣
構

　
「
既
入
京
」
と
さ
れ
た
広
隆
寺
領
は
、
前
述
の
よ
う
に
葛
野
郡

七
条
牛
養
里
の
土
地
で
あ
り
、
同
里
西
端
の
一
三
坪
・
二
四
坪
の

そ
れ
ぞ
れ
二
一
六
歩
・
二
段
七
二
歩
が
対
象
で
あ
っ
た
。
一
方
、

同
文
書
に
よ
っ
て
、
こ
の
西
側
の
六
条
並
里
で
は
、
東
側
か
ら
二

列
目
に
あ
た
る
二
九
坪
と
三
二
坪
に
同
寺
領
が
所
在
し
た
が
、
こ

の
場
合
は
京
域
外
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
坪
付

史
料
の
み
に
よ
っ
て
も
、
平
安
京
西
端
が
、
葛
野
郡
六
条
の
東
側

二
力
坪
分
お
よ
び
七
条
の
西
側
一
力
坪
分
の
う
ち
、
す
な
わ
ち
東

西
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
余
の
中
に
位
置
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　
と
こ
ろ
べ
葛
野
郡
の
条
里
プ
ラ
ン
μ
洗
に
福
山
敏
男
に
よ
っ

て
復
原
さ
悩
筆
者
が
そ
れ
を
修
正
し
‰
こ
れ
に
よ
っ
て
、
六
・

七
条
の
境
界
付
近
を
示
す
と
第
１
図
の
よ
う
に
な
る
。
同
図
は
大

正
一
一
年
測
図
の
三
〇
〇
〇
分
の
コ
示
都
市
都
市
計
画
基
本
図
に

よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
西
京
極
大
路
の
位

置
は
、
小
字
太
泰
安
井
西
沢
町
・
山
ノ
内
五
反
田
町
・
太
秦
安
井

一
町
田
町
・
山
ノ
内
荒
木
町
・
山
ノ
内
苗
町
、
西
院
笠
目
町
・
西

院
東
貝
川
町
・
西
院
西
田
町
・
西
院
桂
町
・
西
京
極
郡
二
反
田
町
等

の
い
ず
れ
か
の
部
分
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
１
図
の
北
側

に
は
安
井
の
集
落
か
お
り
、
そ
の
北
側
は
妙
心
寺
境
内
で
あ
る
。

中
世
に
建
立
さ
れ
た
妙
心
寺
境
内
付
近
で
は
、
平
安
京
の
地
表
遺

構
を
発
見
で
き
る
可
能
性
が
少
な
く
、
第
１
図
の
南
側
一
帯
の
場

合
に
は
桂
川
の
氾
濫
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
乱
れ
た
地
割
形

態
が
卓
越
す
る
。
従
っ
て
、
西
京
極
大
路
の
地
割
遺
構
を
さ
が
す

た
め
に
は
、
第
１
図
の
範
囲
が
最
も
有
効
で
あ
ろ
う
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
前
述
の
よ
う
な
南
北
に
並
ぶ
小
字
の
東
側
に
は
、
第
１
　
一

図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
約
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
間
隔
の
径
溝
網
が
分
　
6
4

布
し
、
西
側
部
分
で
は
不
明
瞭
な
が
ら
、
こ
れ
よ
り
少
し
狭
い
約
　
一

一
〇
九
メ
ー
ト
ル
間
隔
の
方
格
径
溝
網
が
み
ら
れ
る
。
平
安
京
の

坊
は
、
延
喜
式
に
「
町
十
六
、
各
廿
丈
」
と
あ
り
、
町
の
一
辺
は

約
Ｔ
一
〇
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
こ
れ
に
大
路
・
小
路
の
道
路
の
幅

員
各
二
Ｉ
丈
～
四
丈
を
加
え
る
と
、
大
路
・
小
路
の
配
置
に
よ
っ

て
違
い
が
出
て
く
る
も
の
の
、
⊇
一
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
数
値
と

な
る
。
従
っ
て
、
約
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
間
隔
の
方
格
パ
タ
ー
ン
は

平
安
京
条
坊
プ
ラ
ン
の
、
約
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
の
そ
れ
は
条
里
プ

ラ
ン
の
遺
構
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。

　
そ
こ
で
、
京
都
市
の
明
治
末
頃
と
推
定
さ
れ
る
小
字
ご
と
の
地
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籍
図
（
字
切
図
）
に
よ
っ
て
地
割
形
態
の
検
討
を
進
め
て
み
た
い
。

前
述
の
よ
う
に
既
に
市
街
地
化
し
て
い
る
た
め
に
、
現
地
で
旧
地

割
形
態
を
た
ど
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
大
正
一
一
年
測
図

の
三
〇
〇
〇
分
の
一
図
も
、
一
筆
ご
と
の
地
割
形
態
を
描
い
て
い

な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
字
切
図
が
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
統
一
的
に

旧
地
割
形
態
を
確
認
で
き
る
手
段
で
あ
る
。

　
さ
て
、
前
掲
の
小
字
の
う
ち
、
西
院
笠
目
町
は
遇
然
に
も
、
葛

野
郡
六
条
の
東
側
二
力
坪
分
と
七
条
の
西
側
の
坪
に
相
当
す
る
部

分
を
占
め
る
。
す
な
わ
ち
、
先
の
推
定
に
従
え
ば
、
こ
の
小
字
の

範
囲
内
を
西
京
極
大
路
が
南
北
に
縦
貫
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
第

２
図
の
よ
う
に
、
西
院
笠
目
町
の
東
端
部
に
は
、
不
整
形
な
が
ら

一
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
の
区
画
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
地

割
形
態
が
あ
る
。
一
方
西
側
に
は
、
こ
れ
よ
り
規
模
の
小
さ
な
正

方
形
区
画
に
起
因
す
る
地
割
形
態
が
存
在
し
、
一
〇
九
メ
ー
ト
ル

の
方
格
か
ら
な
る
条
里
地
割
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
に

三
〇
〇
〇
分
の
一
図
で
推
定
し
た
平
安
京
条
坊
プ
ラ
ン
と
葛
野
郡

条
里
プ
ラ
ン
と
の
接
点
が
、
ま
さ
し
く
こ
の
小
宇
内
に
存
在
し
た

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
東
側
の
一
三
〇
メ

ー
ト
ル
方
格
と
西
側
の
Ｉ
〇
九
メ
ー
ト
ル
方
格
の
中
間
に
は
、
第

２
図
に
斜
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
幅
が
条
里
プ
ラ
ン
の
方
格
の
三

分
の
一
程
度
、
す
な
わ
ち
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
の
南
北
方
向
の

地
割
列
が
存
在
す
る
。
そ
の
位
置
は
、
葛
野
郡
９
　
里
プ
ラ
ン
の
七

条
の
ま
さ
し
く
西
端
の
坪
に
相
当
す
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
が
、
西

京
極
大
路
の
地
割
に
残
さ
れ
た
遺
構
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
西
院
笠
目
町
の
南
側
に
接
続
す
る
西
院
東
貝
川
町
の
東
半

部
が
第
３
図
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
第
２
図
中
央
部
か
ら
の
地
割
列

が
連
続
し
て
お
り
、
小
さ
な
川
が
、
そ
の
一
方
を
流
れ
た
り
、
両

側
を
流
れ
た
り
し
て
お
り
、
い
か
に
も
道
路
遺
構
に
ふ
さ
わ
し
い

形
状
で
あ
る
。
し
か
も
、
東
側
の
条
坊
プ
ラ
ン
の
大
き
な
方
格
と

西
側
の
条
里
プ
ラ
ン
の
小
さ
な
区
画
が
こ
の
南
北
の
地
割
列
を
境

と
し
て
、
東
西
で
く
い
違
い
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
平
安

京
西
端
の
状
況
と
し
て
全
く
矛
盾
は
な
い
。

　
第
３
図
の
南
側
に
連
続
す
る
の
が
、
第
４
図
の
西
院
西
田
町
で

あ
る
。
こ
の
図
で
は
、
西
京
極
大
路
の
遺
構
、
平
安
京
条
坊
プ
ラ

ン
の
遺
構
、
条
里
プ
ラ
ン
の
遣
構
が
、
第
２
・
３
図
の
場
合
よ
り

一
層
明
瞭
に
地
割
形
態
と
し
て
残
存
し
て
い
る
。

　
類
似
の
地
割
形
態
は
、
こ
の
南
側
に
接
続
す
る
西
院
桂
町
・
西

院
西
大
丸
町
の
部
分
に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
同
様
に
、
第
２
図
の
西
院
笠
目
町
か
ら
北
側
へ
も
遺
構
を
た
ど

る
こ
と
が
で
き
る
。
す
ぐ
北
側
の
山
ノ
内
荒
木
町
の
字
切
図
を
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
北
側
の
山
ノ
内
苗
町
北

西
端
へ
と
西
京
極
大
路
の
遺
構
は
続
く
。
さ
ら
に
北
側
の
太
秦
安
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第３図　西院東貝川町の地割形態
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第４図　西院西田町の地割形態

－69－



井
一
町
田
町
の
宇
切
図
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
類
似
の
地
割

列
は
山
ノ
内
五
反
田
町
西
端
、
太
泰
安
井
西
沢
町
西
端
、
太
秦
安

井
奥
畑
町
東
端
へ
と
続
く
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
西
京
極
大
路
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
地
割
列
は
、

第
２
図
と
第
４
図
の
場
合
に
相
対
的
旅
幅
が
広
く
、
第
３
図
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

に
は
相
対
的
に
狭
く
描
か
れ
て
い
泰
。
字
切
図
の
縮
尺
は
一
般
に

必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
か
ら
、
字
切
図
に
表
現
さ
れ
た
地
割
列

の
幅
を
そ
の
ま
ま
計
測
し
て
安
易
に
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
八
延
喜
式
に
記
載
さ
れ
た
西
京
極
大
路
の
幅
員
が
Ｉ

　
　
　
　
　
１

０
丈
で
あ
る
が
ら
、
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、

第
２
・
４
図
の
表
現
と
類
似
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
検
討
を
進
め
て
く
る
と
、
こ
こ
で
た
ど
っ
て
き

た
地
割
列
を
平
安
京
の
西
京
極
大
路
の
地
割
遺
構
と
判
定
し
て
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
３
　
若
干
の
見
通
し

　
小
稿
に
お
い
て
報
告
し
た
平
安
京
西
京
極
大
路
の
遺
構
は
、
貞

観
一
五
年
と
仁
和
三
年
の
広
隆
寺
領
の
坪
付
史
料
に
よ
っ
て
所
在

の
範
囲
を
限
定
し
、
そ
の
範
囲
内
に
お
け
る
地
割
形
態
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
Ｉ
こ
の

結
果
は
同
時
に
、
他
の
方
法
で
復
原
さ
れ
た
平
安
京
域
と
も
合
致

　
　
腫
す
泰
ぢ
の
で
あ
る
か
ら
、
正
し
く
西
京
極
大
路
の
遣
構
を
確
認
し

得
た
こ
と
に
な
る
。

　
平
安
京
の
諸
遺
構
と
し
て
従
来
よ
り
正
確
な
位
置
が
確
認
さ
れ

て
い
る
の
は
、
現
存
の
東
寺
の
講
堂
・
金
堂
・
南
大
門
、
西
寺
の

遺
構
、
三
条
西
殿
の
遺
構
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
朱
雀
大
路
付
近
な

い
し
左
京
関
係
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ
に
平
安
京
西
端
の
位
置
を

加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
問
題
の
検
討
が
可
能
に
な

る
。
例
え
ば
、
杉
山
信
三
に
従
っ
て
、
東
寺
の
南
大
門
と
金
堂
の

中
心
点
を
結
ぶ
中
心
線
と
、
西
寺
の
同
様
の
中
心
点
と
の
中
心
線

が
平
安
京
朱
雀
大
路
の
中
心
線
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
と
平

安
京
西
辺
（
例
え
ば
、
前
掲
第
１
図
小
字
西
院
桂
町
西
側
と
の
距

離
を
二
五
〇
〇
分
の
一
図
で
測
定
し
て
み
る
と
、
二
二
三
七
、
五

メ
ー
ト
ル
の
値
が
得
ら
れ
た
。
仮
り
に
、
延
喜
式
の
記
載
に
よ
っ

て
右
京
の
東
西
幅
を
七
五
四
丈
と
す
れ
ば
、
当
時
の
一
尺
は
○
、

二
九
六
七
五
メ
ー
ト
ル
、
現
尺
の
〇
、
九
七
九
に
相
当
す
る
長
さ

で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
数
値
が
そ
の
ま
ま
で

正
し
い
結
論
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
用
尺
の
検

討
の
上
に
お
い
て
も
、
西
京
極
付
近
の
地
割
遺
構
が
新
た
な
デ
ー

タ
に
結
び
っ
く
こ
と
に
は
間
違
い
が
な
い
脳
京
が
承
和
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
（
八
四
二
）
に
す
で
に
「
今
百
姓
悉
遷
於
東
大
ど
さ
れ
、
早
く
さ

び
れ
た
と
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
遺
構
は
地
表
に
お
い
て
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も
十
分
に
確
認
し
得
る
わ
け
で
あ
り
、
地
籍
図
に
よ
る
地
割
遺
構

の
検
討
が
、
平
安
京
域
に
お
い
て
も
一
定
部
分
に
お
い
て
有
効
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
回

申
　
金
田
章
裕
『
条
里
と
村
落
の
歴
史
地
理
学
研
究
』
大
明
堂
、
一
九
八

　
　
五
年
、
四
八
・
四
九
頁

②
　
『
平
安
遺
文
』
一
巻
一
六
八
号

③
　
『
平
安
遺
文
』
　
一
巻
一
七
五
号

㈲
　
金
田
、
前
掲
出
四
二
二
～
四
四
三
頁

l
o
　
　
　
　
Ａ
ｋ
ｉ
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
　
Ｋ
ｉ
乱
ａ
｡
　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｊ
ｏ
ｒ
ｉ
　
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
　
i
n
　
Ａ
ｎ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
　
ａ
乱

　
　
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｅ
ｖ
ａ
ｌ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
｡
　
Ｇ
ｅ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
　
Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｅ
w
　
ｏ
ｆ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
｡

　
　
く
〇
１
.
５
９
(
Ｓ
ｅ
ｒ
.
Ｂ
）
｡
　
Ｎ
ｏ
.
ｌ
｡
　
ｐ
ｐ
.
　
１
-
２
０
｡
　
　
１
９
８
６
.

圓
　
金
田
、
前
掲
出
、
一
〇
三
～
一
〇
四
頁
、
『
平
安
遺
文
』
二
巻
四
二

　
　
Ｉ

爪
　
金
田
、
前
掲
剛

図
　
金
田
章
裕
「
古
代
・
中
世
絵
図
類
に
お
け
る
条
里
プ
ラ
ン
の
表
現
を

　
　
め
ぐ
っ
て
」
、
水
津
一
朗
先
生
退
官
記
念
事
金
谷
編
『
人
文
地
理
学

　
　
の
視
圏
』
大
明
堂
、
所
収
、
一
九
八
六
年

原
　
福
山
敏
男
「
山
城
国
葛
野
郡
の
条
里
に
つ
い
て
」
、
『
歴
史
地
理
』

　
　
七
一
Ｉ
四
、
一
九
三
八
年

㈲
金
田
、
前
掲
出
、
二
〇
九
～
二
三
九
頁

剛
　
『
延
喜
式
』
左
右
京
職
、
京
程

㈲
第
３
図
の
場
合
、
道
路
遺
構
が
同
図
に
示
し
た
幅
の
二
倍
程
度
で
あ

　
　
つ
た
可
能
性
も
あ
る
。
同
図
北
半
部
で
は
東
側
の
も
う
一
筆
が
道
路

　
　
敷
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ず
、
南
半
部
で
は
東
側
の
東
西
方
向
に
長
い

　
　
各
地
筆
が
西
側
に
向
っ
て
道
路
を
蚕
食
す
る
形
で
延
び
て
来
た
可
能

　
　
性
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

㈲
前
掲
開

叫
　
例
え
ば
、
足
利
健
亮
『
日
本
古
代
地
理
研
究
』
大
明
堂
、
一
九
八
五

　
　
年
、
図
４
１
２
（
一
一
八
頁
）

㈲
　
杉
山
信
三
「
平
安
京
の
造
営
尺
に
つ
い
て
」
、
『
史
述
と
美
術
』
三

　
　
四
二
号
　
一
九
六
四
年

㈲
　
『
続
日
本
後
紀
』
　
承
和
九
年
一
〇
月
庚
辰
条

　
一１７

　
一
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